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円
と
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て
お
く
と
ベ
ん
り
で
す

月

t
m何
年

3
月

わ

た

し

た

ち

の

111 

い

こ

の
ほ
ど
、
昭
和
何
年
川
月
か
ら
昭
和
刊
年

3
月
ま
で
の
市

一
の
財
政
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
市
の
財
政
が
ど

へ

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し

.

ゾ

ま

す

。

勺

一
般
会
計
の

3
月
末
に
お
け
る

収
支
状
況
を
み
ま
す
と
、

左
図
の

と
お
り
予
算
額
に
対
し
て
蔵
入
が

八
七

・
一
折
、
歳
出
が
八
三

・
三

軒
執
行
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
の
う

ち
市
税
に
つ
い
て
は
九
五

・
九町
、わ

3月末における一般会計収支割合

2 t~門

Lーーム

の
五
億
九
千
二
百
八
十
万
円
が
収

入
済
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
と
同

期
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
、
金
額
に

し
て
七
千
九
百
万
円
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
市
山
の
総
額
は
3
月
末
で
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十
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な
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前
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期
と
く
ら
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四
百
九
十
万
円
ふ

え
て
い
ま
す
D

市
債
は
市
民

一
人
あ
た

り
に
し
ま
す
と

一
万
八
千
六
百
六
十
七

円
で
、
こ
の
う
ち
土
木
債
と
教
育
債
で

四
八
軒
を
し
め
て
い
ま
す
。
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収入済額

2{~ 6. 889T;円

2飽1.277

6.414 

3.598 

959 

143 

5{~ 9 . 280万円

内訳市税の

固定資産税

市民税

たばこ消費税

電気ガス税

軽自動車税

その他 の税

目

号
一口

税

合

市

財

産

有
分
一

面
積
お
よ
び
金
額

土

地

二
一三
守
四
、
五
五

一
成

建

物

一
一
O
万
三
、
三
三
八
成

有
価
証
悌

一

そ
の
ほ
カ

一

区

五
、
七
七
一
方
向

一般会計収支状況 (3月末)

歳入

区 分 |予算額 |収入済額

市 税 I 6{在1.814巧円I 5{l!9. 280万円

国庫 支出金 I 3句 .544 I 3 {~4 . 655 
地方 交付税 I 3!!!6.891 3:G:6.891 

県支出金 I 1{1l4.690 I ]tt:i1.249 

分担金及び負担金 8.501 5.853 
市 償 8.250 370 

使用料及び手数料 8.000 i 5.574 

諸収 入 5.S53 I 5.859 
自動車 取得税 交付金 2.400 I 2.424 

繰 越金 1. 680 I 1 .680 

財産収入 1.500 I 425 

寄 付 金 1.040 I 576 
交 通安 全対策特別交付金 107 I 107 

合 計 I 18t句.370巧円|印刷 .943万円

時

借

入
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理案
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先
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五
、
0
0
0万
円

こ
の
よ
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事
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
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。
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経

理

状

況

づ

下
半
期
の
損
益
収
支
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。
乙
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
水

道
料
な
ど
二
千
九
百
四
十
二
万
円
の
収

益
に
対
し
、
給
水
費
、
人
件
費
、
利
息

な
ど
三
千
二
十
二
万
円
の
費
用
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

下
半
期
だ
け
の
損
益
収
支
を
み
ま
す

と
、
八
十
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す

が
、
上
半
期
の
利
益
金
九
百
四
万
円
を

差
し
引
き
し
ま
す
と
、
八
百
二
十
四
万

円
が
ぬ
年
度
中
の
純
利
益
と
な
っ
て
い

ま
す
。

い
っ
ぽ
う
貸
借
対
照
表
勘
定
に
よ
り

ま
す
と
、
資
産
の
部
に
お
い
て
、
五
百

六
十

一
万
円
、
負
債
、
資
本
の
部
に
お

い
て
五
百
六
十

一
万
円
が
上
半
期
に
く

ら
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

おつ報広〈臨時増刊〉46.6.25 

業

務

状

況

3
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
二
万

八
千
三
人
、
給
水
一戸
数
五
千
五
百
七
十

一
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前

五
、
五
七

O
戸
に

何

年

度

下

半

期

の

水
道
事
業
会
計

を
み
る

水
道
局
で
は
、
昭
和
刊
年
叩
月
か
ら
刊
年
3
月
末
ま
で
の
水

道
事
業
会
計
の
あ
ら
ま
し
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
に
そ
の

あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

年
3
月
末
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
人

口
で
三
百
十
九
人
、
戸
数
で
百
二
十
五

戸
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
下
半
期
に
お
け
る
総
配
水
量

は
百
三
十
二
万
立
方
M
、
総
有
収
水
量

は
七
十
四
万
立
方
M
で
、
有
収
水
量
率

は
五
六
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ

う
給
水
原
価
は
、
一
立
方
M
あ
た
り
三

十
三
円
三
十
五
銭
、
供
給
価
格
が
三
十

三
円
三
十
四
銭
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

同
期
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
給
水
原

価
で
一
円
四
十
八
銭
、
供
給
価
格
で
二

円
五
銭
そ
れ
ぞ
れ
安
く
な
っ
て
い
ま
す

配
水
管
の
布
設
や

水
源
地
改
良
な
ど
実
施

こ
の
下
半
期
に
行
な
っ
た
お
も
な
事

業
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
市
道
晴
海
ケ
丘
線
、
青
島
三
号
線
、

杉
野
印
回
線
な
ど
十
路
線
、
延
長
二

千
五
百
十
一
民
に
七
十
五

i
百
ミ
リ

M
の
配
水
管
を
工
費
六
百
五
十
三
万

円
で
敷
設
。

①
国
鉄
魚
津
駅
前
の
消
雪
の
た
め
、

青

島
水
源
地
を
百
四
十
八
万
円
を
か
け

て
設
備
を
改
良
。

①
漏
水
個
所
を
な
く
す
る
た
め
、

配
給

水
管
な
ど
の
修
理
二
百
四
十
七
カ
所

不
感
メ
ー
タ
ー
器
二
百
三
十
個
の
取

替
え
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
上
半
期

分
を
あ
わ
せ
る
と
、
修
理
な
ど
五
百

六
十
八
カ
所
、
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

一
千
百
六
十
九
個
と
な
っ
て
い
ま

す。

何
年
度
中
の
実
質
利
益

金
は
、
ゃ
く
四
百
八
十
万

円
見
込
ま
れ
て
い

ま
す

が
、
刊
年
度
は
、
乙
の
利

益
金
で
、
井
戸
枯
れ
な
ど

に
よ
り
ふ
え
る
水
の
需
用

に
対
処
す
る
た
め
、
あ
ら

た
に
水
源
地
を
求
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
還
元
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す。
こ
と
し
の
拡
張
事
業
と

し
て
は
、
市
道
杉
野

i
印

回
線
に
口
径
三
百
ミ
リ
M

の
配
水
管
を
一
千
二
百
五

M
布
設
す
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
延

長
二
千
五
百
八
十
六
M
の
配
水
管
の
布

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

持
年
度
の
予
算
を
み
ま
す
と、

収
益

的
収
支
に
お
い
て
は
、
三
百
十
一
万
円

の
純
利
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

の 事業計画46年 度

本~~ 目 | 予算額 I ~月 ~3 月の | 予算額に
収支額対する割合

4.78万0円 2.45万7円
% 

給 水収益 51.4 

受託 工事収 益 709 335 47.2 

その他の収益 152 150 98.2 

収益 合 計 5.641 2.9421 52.1 

原水及ぴ浄水費 311 62.0 

配水及び給水費 372 193 51.9 

受託工事費 795 564 70.9 

総 係 費 1.940 1.074 55.4 

減価 償 却 費 1.015 508 50.0 

その他営業費用 46 46 100.0 

支払利息 904 444 49.1 

(うち職員給与費) (1. 730) (958) (55.4) 

費用合計 5.383 3.022 56.1 

差 号| 258 ム 80

45年度下半期損益収 支

い
っ
ぽ
う
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
企
業
債
一
千
五
百
万
円
の
収
入
に

対
し
、
支
出
に
は
、
建
設
改
良
費
二
千

三
百
六
十
九
万
円
、
企
業
債
償
還
金
一

千
三
十
八
万
円
を
あ
わ
せ
た
三
千
四
百

七
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
ま
す
と
、
収
入
額
が

一
千
九
百
七
万
円
不
足
し
ま
す
の
で
、

乙
れ
は
、
収
益
的
収
支
の
残
額
三
百
十

一
万
円
と
、
内
部
留
保
資
金
一
千
九
十

六
万
円
お
よ
び
建
設
改
良
積
立
金
五
百

万
円
で
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

収益的収支

区 分 |予 算 額

収 営業収益 5.597万円

営業外収益 90 
入 5.687 

支
営業費用 4.413 
営業外費用 913 

出
予 備費 50 

5.376 

差 号| 311 

- 3ー

資本的収支

~ I 企; 債 | 1m

1.033 

3.407 

引 |ム 1.907

1.500 

2.369 建設改良質

企業債償還金

計

差

支

出

写
真
H
プ
l

y
の
水
も
水
道
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

(
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
る
道
下
小
児
童
た
ち
)



水
道
局
で

は
、
古
い
メ

ー
タ
ー
器
の

取
替
え
を
計
画
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
7
月
初
旬
か
ら
8
月
中
旬
に
か
け

て
次
の
地
区
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ど

協
力
願
い
ま
す
。

マ
取
替
え
す
る
地
域
日
下
中
島
三
ケ
区

町
三
ケ
区
、
住
吉
町
区
、
三
ケ
町
医

住
吉
三

i
六
区
、
南
町
区
、
上
町
一

i
二
区
、
八
幡
区
、
八
代
区
、
大
先

寺
二
区
、
大
先
寺
四
区

メ
ー
タ
ー
器
を
取
替
え
す
る
と
き

は
、
旧
メ
ー
タ
ー
器
の
指
示
数
を
お

知
ら
せ
し
、
留
守
の
場
合
、
近
所
の

人
に
立
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
物

を
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

46.6.25 

い
民
請

蜘

申

一
附

額

防

御

減

期

所

税 b
 

l
レA

り
せ

<1臨時増刊)
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メ
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身
障
者
の
海
浜
訓
練

身
体

と

ス

ポ

ー

ツ

大

会

障
信
者

の
海
浜

訓
練
は
、
7
月
お
日
ハ
日
)
午
前
9
時

叩
分
か
ら
市
内
三
ケ
、
か
に
江
浜
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
8
月
4
日
(
水
)
午
前
9

時
か
ら
県
営
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

当
日
は
、
貸
切
り
バ
ス
が
電
鉄

魚
津
駅
前
午
前
7
時
叩
分
、
市
役
所
前

午
前
7
時
何
分
に
出
ま
ず
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

婦

人

自

衛

官

防
衛
庁
で
は
、

婦
人
自
衛
官
を
券

募

集

集
し
て
い
ま
す
。

採
用
人
員
は
全
国
で
百
四
十
名
、
応
募

資
格
は
十
八
歳
i
二
十
五
歳
末
満
の
女

子
で
、
願
書
は
7
月
引
日
ま
で
市
役
所

市
民
課
、
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
で

受
付
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

採
用
試
験
は

8
月
7
1
9
日
の
う
ち

一
日
、
富
山
地
方
連
絡
部
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
給
与
は
、
初
任
給
が
二
万
五
千

百
円
で
、
年
一
回
の
昇
給
が
あ
り
、
賞

砂…46年分所得税の予定納税第 1

期分の納期限は 7月31日ですo

期限内に納付していただくよう

お願いします。

砂…廃業や休業、失業により、昨

年よりも大幅に所得が減るよ う

な人や、火災、風水害などのた

め財産に損害を受けた場合、ま

た扶養控除がふえた人などは、

7月15日までに予定納税額の減

額申請をすると、予定納税額の

税金が少なくなります。

災害を受けたと きは

減免手続きを

与
や
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

電
話
局
で

は
、
電
話
の

架
設
申
込
み

を
い
ま
ま
で
電
話
局
の
窓
口
だ
け
で
受

付
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の

便
宜
を
考
え
、
電
話
で
も
受
付
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
と
の
お
申
込
み
は

2

局
1
0
0
0
祷
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
架
設
申
込

み

も

電

話

で

書

留

・
速

達

の

郵
便
料
金
変
わ
る

7
月
1

日
か
ら
書

留
や
速
達

の
郵
便
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
三
種
(
新
聞
、
雑
誌
な
ど
)
お
よ
び

災害により住宅や家財について

その価格の 2分の l以上の損害を

受け、しかも、その年の所得金額

が2百万円以下であるときは、給

与所得者の場合、給与の支払者を

経由して減額申請をすれば、源泉

所得税の徴収猶予や還付・が受けら

れます。また、 事業所得者は、2

カ月以内に申請すれば、予定納税

の減額を受けることができます。

第
三
O
四
号

第
四
樟
(
通
信
教
育
、
炭
産
積
首
、
学

術
刊
行
物
な
ど
」
郵
便
物
の
料
金
も
変

わ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
郵
便
局

へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

100円

10円m

100111 

2円治
60円

70PJ 
10日目

2001弓

100PJ 
1501') 

改正料金

純類|段 階|料金

;拡r，!.i~償額(現金〉
φ 5.000円まで

5.000円をとえ
5.000ドjまでと

書 留l1ftl鵠湘(物品)
5.000P-Jまで
5.0∞悶をとえ
5.000PJまでζ

とに

速 遺 1r 200ft'まで

説必111222ぇ
1 l 4 k'9まで

小包|(iZ23市
で

は
、
国

道
八
号

線
か
ら
海
岸
寄
り
の
市
街
地
を
中
心
に

つ
新
用
途
地
域
」
を
決
定
す
る
た
め
、

7
月
却
日
か
ら
8
月
却
日
ま
で
現
地
調

査
を
行
な
い
ま
す
。
乙
の
用
途
地
域

は
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
に
す
る
た
め

に
、
用
途
別
に
地
域
を
定
め
、
建
物
ご

と
に
建
築
区
域
を
指
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
用
途
地
域
の
資
料

調

査

は

じ

ま

る

砂 7月4日=(昼)中央通り 2丁目

桝11崎医院 (夜)下材木町河内病院

砂11日=(昼)江口魚津神経サナト

リウム (夜)末広町平井病院 砂

18日=(昼)鴨川町深川病院 (夜)

大町船崎医院 砂25日=(昼)友道

扇谷医院 (夜)本江浦田病院 砂

8月 1日=(昼)新金屋 1丁目羽田

医院 (夜)北鬼江福田病院

く日曜日の当番医〉

編
集
発
行

f

章

沢

本

拠
出
制
の
老
齢
年
金
が
は
じ
め
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
乙
ん
ど
受
給
さ
れ

る
の
は
、
4
月
で
六
十
五
歳
に
な
ら

れ
た
高
島
専
太
郎

ハ
三
ケ
)、

山
口

松
之
助
(
田
方
町
)、

小
坂
き
よ

(

本
江
新
町
)
の
三
人
で
す
。
富
山
県

で
は
、
6
月
お
日
県
庁
で
始
め
て
の

受
給
者
に
、
年
金
証
書
の
伝
達
式
を

行
な
い
ま
す
。
六
万
円
の
年
金
が

8

月
か
ら
四
回
に
わ
け
で
郵
便
局
で
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
ひ
き
つ

づ
き
年
金
を
受
け
る
人
が
出
ら
れ
る

わ
け
で
、
お
と
し
よ
り
に
と
っ
て
老

後
の
生
活
資
金
に
貴
重
な
も
の
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
か
た
変
わ
る

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
手
帳
に

印
紙
を
貼
っ
て
納
め
る
た
め
、
み
な

さ
ん
に
年
金
手
帳
を
お
渡
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
7
月
か
ら
手
帳
を

市
役
所
で
預
か
り
、
保
管
証
を
み
な

さ
ん
に
お
渡
し
て
、
そ
の
裏
面
に
印

刷
さ
れ
た
集
金
カ

l
ド
に
よ
っ
て

保
険
料
を
集
め
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た
。
個
人
で
手
帳
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
人
は
、
地
区
の
年
金
委
員
を
通
じ

て
手
帳
を
市
役
所
市
民
課
へ
お
返
し

く
だ
さ
い
。

集
金
方
法
な
ど
は
、
年
金
委
員
か
ら

連
絡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

- 4ー

拠
出
制
老
齢
年
金
の

支

給

は

じ

ま

る

印
刷
所

中
部
印
刷
株
式
会
社


